
京都女子大学学則 （案）

第1 章 総則

[: 和24年4月1:]

最近改正令和5年4月1日

第1条 本学は、 仏教精神を基調として徳操を養い、 教育基本法の精神に基づき、 学校教育法 第

83条の趣旨による大学教育を施し、 温雅高潔な女子を育成することを目的とする。

第2条 本学は、 京都女子大学と称する。

第 3条 本学は、 京都市東山区今熊野北日吉町35番地に置く。

第 3条の2

価を行う。

本学の教育研究水準の向上をはかり、 第1条の目的を達成するため、 自ら点検· 評

2 点検・評価を行うために必要な事項は別に定める。

第 2 章 学部・学科等の組織

第4条 本学に文学部、発達教育学部、家政学部、現代社会学部、法学部及びデー タサイエンス学

部を設ける。

第 5条 文学部、発達教育学部、家政学部、現代社会学部、法学部及びデー タサイエンス学部にそ

れぞれ次の学科を置く。

文学部 国文学科、 英文学科、 史学科

発達教育学部 教育学科（教育学専攻、 養護•福祉教育学専攻、 音楽教育学専攻）、 児童学科、 心

理学科

家政学部 食物栄養学科、生活造形学科

現代社会学部 現代社会学科

法学部 法学科

デー タサイエンス学部 デー タサイエンス学科

第 6条 前条の学部、 学科及び専攻ごとの人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的につ

いては、 別に定める。

第7条 本学に大学院を置く。

2 大学院の学則は、 別に定める。

第7条の2 本学に図粛館を置く。

2 図書館の管理連営に関し必要な事項は、 別に定める。

第 3 章 修業年限及び定員

第8条 本学の修業年限は、 4年とする。

2 学生は、8年をこえて在学することができない。ただし、第37条の規定により入学した学生は、

4年をこえて在学することができない。

第9条 入学定員及び収容定員は、 次のとおりとする。
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第4 章 学年・学期 ・ 休業日

第10条 学年は、 4月 1日に始まり翌年3月 31日に終る。

第11条 学年を次の2学期に分ける。

前期 4月 1日から9月 30日まで

後期 10月1日から翌年3月31日まで

第12条 休業日は、 次のとおりとする。

本学創立記念日 5月2日

親鸞聖人降誕祝日 5月21日

心の学園記念日 12月5日

入学定
員

130 
125 
130 
95 

60 

35 
105 

55 
120 
120 
250 
120 
95 

日耀日 ・ 国民の祝日に関する 法律（昭和23年法律第178号）に定める休日

夏期休業 7 月 15日から9月 10日まで

冬期休業 12月 26日から翌年 1月 9日まで

春期休業 3月 21日から 3 月 31日まで

収容定
員

520 
500 
520 
380 

240 

140 
420 
220 
480 
480 

1,000 
480 
380 

2 学長は、 評議会の議を経て、 前項の各休業日を変更し、 また臨時に休業日を定めることができ

る。 ただし、 休業Hといえども実習等を行うことは、 これをさまたげない。

第5 章 教育課程

第13条 本学の教育課程は、 別表1の通りとする。

第14条 前条に定めるもののほか教職その他の課程履修に必要な科目を罹く。

第14条の 2 第13条により絹成する教育課程として、 特定の課題に関する科目で構成する教育課

程を京都女子大 学副専攻プログラムとして開設し、 その学修成果を認定することができる。

2 京都女子大学副専攻プログラムに関し必要な事項については、 別に定める。

第6章 履修方法及び課程修了の認定

第15条 1年間の授業を行う期間は、定期試険等の期間を含め、 35週にわたることを原則とする。

2 各授業科目の授業は、 15週にわたる期間を単位として行うものとする。 ただし、 教育上特に必

要があると認められる場合は、 これらの期間より短い特定の期間において授業を行うことができ

る。
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第16条 授業は、 講義、 演習、 実験・実習若しくは実技のいずれか、 又はこれらの併用により行

う。

2 文部科学大臣が別に定めるところにより、 前項の授業を、 多様なメディアを高度に利用して、

当該授業を行う教室等以外の場所で履修させることができる。

3 第1項の授業を、 外国において履修させることができる。 前項の規定により、 多様なメディア

を高度に利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させる場合についても、同様とする。

第17条 授業科目の履修は、 単位制とし、 各授業科目の単位数は、1単位の授業科目を45時間の

学修を必要とする内容をもって構成することを標準とし、 授業の方法に応じ、 当該授業による教

育効果、 授業時間外に必要な学修等を考慮して、 次の基準により単位数を計算する。

(1) 講義及び演習については、 15 時間から30時間までの範囲で本学が定める時間の授業をも

って1単位とする。

( 2) 実験、 実習及び実技については、30 時間から 45時間までの範囲で本学が定める時間の授

業をもって1単位とする。

2 前項の規定にかかわらず、 卒業論文、 卒業研究、 卒業製作等の授業科日については、 これらの

学修の成果を評価して単位を授与することが遮切と認められる場合には、 これらに必要な学修等

を考慮して、 単位数を定めることができる。

第18条 本学を卒業するためには、 別表に定める授業科目と単位を修得しなければならない。

2 他学部、 他学科、 他専攻科目を履修して修得した科目の単位は、 卒業に必要な単位に算入する

ことができる。 必要な事項については、 別に定める。

第 19 条 授業科目を履修し、 その試験に合格した者には所定の単位を与える。

第 19 条の 2 本学が教育上有益と認めるときは、学生が本学の定めるところにより他の大学又は短

期大学において履修した授業科目について修得した単位を、60単位を超えない範囲で本学におけ

る授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。

2 前項の規定は、 学生が外国の大学又は短期大学に留学する場合に準用する。

第 19 条の3 本学が教育上有益と認めるときは、学生が行う短期大学又は高等専門学校の専攻科に

おける学修その他文部科学大臣が別に定める学修を、 本学における授業科目の履修とみなし、 本

学の定めるところにより単位を与えることができる。

2 前項により与えることができる単位数は、第19条の2第1項及び第2項により本学において修

得したものとみなす単位数と合わせて60単位を超えないものとする。

第 19 条の 4 本学が教育J:::有益と認めるときは、 学生が本学に入学する前に大学又は短期大学に

おいて履修した授業科目について修得した単位（科目等履修生として本学において履修した単位

を含む。）を、 本学に入学した後の本学における授業科目の履修により修得したものとみなすこ

とができる。

2 本学が教育上有益と認めるときは、学生が本学に入学する前に行った第19条の3第1項に規定

する学修を、 本学における授業科Hの履修とみなし、 本学の定めるところにより単位を与えるこ

とができる。

3 前二項により修得したものとみなし、 又は与えることのできる単位数は、 編入学、 転入学等の

場合を除き、30単位を上限とし、 本学において修得した単位以外のものについては、 合わせて60

単位を超えないものとする。

第20条 試験は、 各授業科目の学修終了の認定試験及び卒業論文試験又は卒業研究試験とする。
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2 選

2 選

2 選

2 選

2 選

2 選

2 必

数学科教育法1 

数学科教育法 2 

数学科教育法3

数学科教育法4 

情報科教育法1 

情報科教育法 2 

入門演習I

入門演習II 2 必

デー タサイエンス基礎演習I 2 必

デー タサイエンス基礎演習II 2 必

デー タサイエンス実践演習I 2 必

デー タサイエンス実践演習II 2 必

デー タサイエンス上級実践演習I 2 必

デー タサイエンス上級実践演習II 2 必

卒業研究 4 必

別表2

教職に関する専門教育科目

科 目 名 単位数

教職論 2 

教育原論 2 

教育心理学 2 

教育行政学 2 

教育課程論 2 

特別支援教育論 1 

道徳教育論 2 

特別活動及び総合的な学習の時間指導法 2 

教育方法論 2 

生徒指導論 2 

進路指導論 2 

教育実習論 1 

教育実習 2 

中学校教育実習 2 

教職実践演習（中・高） 2 

人権教育論 1 

日本国憲法 2 

栄養教育実習指導 1 
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シミュレ ー ションと宇宙

自然言語処理

ソフトウェア設計

Webプログラミング

惜報倫理 ・
‘楕報社会

数学科教育法1

数学科教育法2

数学科教育法3

数学科教育法4

俯報科教育法 1

俯報科教育法2

入門演習I

入門演習II

データサイエンス某礎演習I

データサイエンス基礎演習II

データサイエンス実践演習I

データサイエンス実践演習II

デー タサイエンス上級実践演習I

デー タサイエンス上級実践演習II

卒業研究

別表2 (省 略）

別表3 (省 略）

別表4 (省 略）

別表5 (省 略）

別表 6

学費（平成28年度入学生まで適用）（単位：円）

（省 略）

学費（平成29·30年度入学生に適用） （単位：円）

（省 略）

2 選

2 選

2 選

2 選

2 選

2 選

2 選

2 選

2 選

2 選

2 選

2 必

2 必

2 必

2 必

2 必

2 必

2 必

2 必

4 必

別表2 (省 略）

別表3 (省 略）

別表4 (省 略）

別表5 (省 略）

別表 6

学費（平成28年度人学生まで適用）（単位：円）

（省略）

学費（平成29·30年度入学生に適用） （単位：円）

（省略）
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